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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 6 安全安心・交流基盤創造プロジェクト

政策 1 災害に強い県土・地域づくり
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
24

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　近い将来に発生が懸念される南海トラフ地震等をはじめとする大規模な自然災害に備

え、社会インフラの整備、維持、補修などの防災対策や、災害発生時の被害を最小限に

止めるための減災対策を行う必要があります。

　このため、老朽化の進む公共施設等の長寿命化・耐震化や、防災拠点となる施設の機

能強化、情報伝達基盤の整備、地域コミュニティにおける減災への備えなど、災害に強

い強靱な県土づくりに取り組みます。

平
成 

27 

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 防災・減災のための治山施設等の整備の推進 P.117 森 林 環 境 部

○ 防災・減災のための農業用施設等の整備の推進 P.117 農 政 部

○ 公共土木施設等の長寿命化・耐震化の推進 P.118 県 土 整 備 部

○ 防災・減災のための公共土木施設の整備の推進 P.119 県 土 整 備 部

○ 県防災体制の充実・強化 P.119 防 災 局

○ 公衆無線 LAN環境の整備促進 P.121 総 務 部

○ 富士山の火山活動と防災対策に関する研究の推進 P.122 県 民 生 活 部

事 

業 

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 17,746 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 17,746 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基 準 値

（基準年度）
A

目 標 値

（目標年度）
B

現 況 値

（直近データ）
C

進捗率（%）

橋りょうの耐震化率
78.3％

（H26）

100.0％

（H31）

81.2％

（H27）
13.4

消防団員の充足率
92.5％

（H26）

94.0％

（H31）

93.4％

（H27）
60.0

住宅の耐震化率
82.7％

（H26）

88.8％

（H31）

85.4％

（H27）
44.3

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

1 災害に強い強
靱な県土づく
りの推進

　　　 　災害に強い強靱な県土づくりを推進するため、「山

梨県強靱化計画」を策定した。

・山梨県強靱化計画の策定　平成 27 年 12 月

【政策企画課】

2 公共施設等の
総合的かつ計
画的な管理の
実施

企 画 総 務 費 　公共施設等の適正な維持管理や利用状況を踏まえた

最適配置等を実現するため、「山梨県公共施設等総合

管理計画」を策定した。

・山梨県公共施設等総合管理計画の策定

� 　平成 27 年 12 月

（ 314）

106

【財産管理課】

3 社会資本整備
の推進

一 般 管 理 費 　限られた財源の中で、県民生活の向上や地域経済の

発展を支える社会資本の整備を効果的、効率的に推進

するため、選択と重点化により重点的に取り組むべき

社会資本整備の方向性を明らかに示す計画を策定し、

取り組みを推進した。

・山梨県社会資本整備重点計画（第 3次）の策定

� 　平成 27 年 12 月

（ 4,700）

【県土整備総務課】
4,396

④ 治山・林道施
設の長寿命化
の推進

治 山 費 　集落周辺の治山施設や林道橋梁など老朽化した施設

への対応や機能維持を図るため、点検、補修、改修等

の長寿命化の取り組みを推進した。

　これにより、災害に強い山村地域の構築に寄与した。

（ 153,052）

153,052

【治山林道課】
林 道 費 ・治山施設の長寿命化対策の実施　14 施設

（ 76,457） ・林道施設（橋梁・トンネル）の長寿命化対策の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　7施設76,457

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 94,119）

94,119
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑤ 防災・減災の
ための治山施
設等の整備の
推進

治 山 費 　山地災害を未然に防止し、事前防災と減災対策を着

実に進めるため、山地災害危険箇所における治山施設

の整備を推進した。また、災害発生時に代替輸送路や

避難路の役割を担う林道整備を推進した。

　これにより、山村地域の防災対策の強化に寄与した。

（ 4,594,005）

4,054,968

［ 483,155］

【治山林道課】
林 道 費 ・山地災害危険箇所における治山施設の整備

　　新規着手　16 箇所（ 907,835）

688,609 ・代替輸送路や避難路の役割を担う林道の整備

　　延長 6.8 ㎞［ 219,226］

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 1,372,245）

1,073,962

［ 298,283］

⑥ 農業用施設の
長寿命化・耐
震化の推進

土 地 改 良 費 　農道や農業用ため池などの農業施設の老朽化、耐震

化への対応や機能維持を図るため、点検、補修、改修

等の長寿命化、耐震化への取り組みを推進した。

　これにより、施設の機能が適正に維持された。

（ 552,688）

301,688

【耕 地 課】［ 251,000］

・農道、農業用排水施設の長寿命化、耐震化の推進

農地防災事業費 � 　　釜無川右岸地区　外 6地区

（ 270,301） ・農業用ため池の長寿命化の推進

235,846 　　点検調査設計の実施

［ 34,455］ � 　南アルプスⅡ期地区　外 5地区

　　ため池等の整備� 　長坂地区　外 1地区

⑦ 防災・減災の
ための農業用
施設等の整備
の推進

農地防災事業費 　農村地域における集中豪雨等による自然災害を未然

に防止し、事前防災と減災対策を着実に進めるため、

農業用水施設の整備や農地の保全等を推進した。

　これにより、農村地域の防災対策の強化に寄与した。

（ 1,083,946）

808,488

［ 275,458］

【耕 地 課】 ・浸水、侵食や土砂崩落等を防ぐ農業用水利施設等の

整備の推進　道志地区　外 5地区

・洪水被害を防止する農地保全等の推進

　　　　　　　下山地区　外 8地区
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ 公共土木施設
等の長寿命
化・耐震化の
推進

道 路 維 持 費 　橋梁やトンネルなど公共土木施設等の老朽化、耐震

化への対応や機能維持を図るため、長寿命化に向けた

計画を策定するとともに、点検、補修、改修等の長寿

命化や耐震化への取り組みを推進した。

　これにより、災害に強い県土づくりの推進と長寿命

化対策が図られた。

（ 47,333）

23,407

［ 23,926］

【道路管理課】

【治 水 課】

【砂 防 課】

【都市計画課】

【下 水 道 室】

【住宅対策室】

道路橋りょう建設費

（ 2,121,696） ・橋梁の長寿命化

1,855,494 　　国道 141 号清里跨線橋　外 2橋

［ 266,202］ ・緊急輸送道路の橋梁の耐震化

　　国道 358 号天狗橋　外 17 橋

河 川 改 良 費 ・シェッド・大型カルバート維持管理計画の策定

（ 240,540） � 　平成 27 年 9 月

205,044 ・トンネル、道路附属物の点検・補修の実施

［ 35,496］ ・河川管理施設及びダムの長寿命化

　　五明川排水機場　外 3施設

ダ ム 建 設 費 　　広瀬ダム、塩川ダム

（ 215,382） ・砂防施設の長寿命化計画の策定� 　平成 28 年 3 月

132,634 ・砂防堰堤の長寿命化

［ 82,748］ 　　日川　外 2箇所

・都市公園施設の長寿命化　8施設

砂防地すべり対策費 ・下水道施設の長寿命化

（ 394,918） 　　富士北麓浄化センター　外 3箇所

248,397 ・下水道施設の耐震化

［ 146,521］ 富士北麓流域下水道　外 3箇所

・県営住宅の長寿命化

公 園 費 　　建替　　　　　　県営大月団地

（ 1,029,791） 　　大規模改修工事　県営御坂団地　外 1団地

748,805 　　外壁等改修　　　県営福祉村団地　外 6団地

［ 280,986］

流域下水道建設費

（流域下水道特別会計）

（ 1,385,106）

1,311,865

［ 70,302］

住 宅 建 設 費

（ 1,281,583）

523,812

［ 731,606］
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑨ 防災・減災の
ための公共土
木施設の整備
の推進

河 川 改 良 費 　洪水被害や土砂災害を未然に防止し、事前防災と減

災対策を着実に進めるため、河川整備や砂防施設等の

整備を推進した。

　これにより、防災対策の強化に寄与した。

（ 3,092,244）

1,944,657

［ 1,147,587］

【治 水 課】

【砂 防 課】

・河川改修　　　　鎌田川　外 18 河川

砂防地すべり対策費 ・通常砂防　　　　大桑沢　外 77 箇所

（ 4,818,187） ・火山砂防　　　　帯那川　外 16 箇所

3,058,651 ・地すべり対策　　藤尾　外 2箇所

［ 1,759,536］ ・急傾斜崩壊対策　羽黒町の 2　外 40 箇所

⑩ 建設産業を担
う人材の確
保・育成の推
進

建設業指導監督費 　基盤整備や災害等の復旧対応の中心となる建設産業

の未来を担う若者の新規就労や育成を図るため、建設

業のイメージアップにつながる取り組みを推進した。

　これにより、小中学生に建設業の魅力を認識させ、

高校生には建設業で働くことの意義を認識させること

ができ、県民の建設業に対するイメージの向上に寄与

した。

（ 19,500）

19,500

【建設業対策室】

・小中学生職業体験の実施　参加者 668 人

・高校生建設業インターンシップの実施

　　　　　　　　　　　　　参加者 58 人

・イメージアップＣＭ等による広報活動

・事業承継のためのサポート

⑪ 県防災体制の
充実・強化

防 災 総 務 費 　県全体の防災体制の充実・強化を図るため、災害対

策本部の実践的な訓練等を通じて、的確な本部運営が

できるようマニュアルを随時改訂するなど、防災対策

全般にわたる不断の見直しを行うとともに、総合防災

情報システム構築に係る基本設計を実施した。

　これにより、南海トラフ地震、富士山噴火などの大

規模災害発生時に迅速かつ的確に対応できる体制整備

の促進や災害に強い県土づくりの推進に寄与した。

（ 10,152）

【防災危機管理課】 10,152

・第二次やまなし防災アクションプランの見直し

� 　平成 28 年 3 月

・災害対策本部統括部活動マニュアルの見直し

� 　随時実施

・災害対策本部統括部班別研修の実施

� 　平成 27 年 8 月

・総合防災情報システム構築に係る基本設計の実施

� 　平成 28 年 3 月
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑫ 道の駅等の防
災機能の拡充

道 路 維 持 費 　南海トラフ地震や富士山火山噴火などの広域的な災

害への対応を効果的に行うため、防災拠点施設の補完

施設としての道の駅等の防災体制の強化を推進した。

　これにより、広域的な災害発生時の効果的な防災体

制の構築に寄与した。

（ 11,405）

【道路管理課】

【防災危機管理課】

3,420

［ 7,985］

・道の駅等の関係者に対して、必要な防災機能の整備

等の提案実施

13 新たな手法に
よる交差点整
備の推進

　　　 　災害等における停電時を含め、交差点における安全

性の向上を図るため、信号機を用いないラウンドアバ

ウト交差点の導入について検討し、整備を推進した。

　これにより、ラウンドアバウト交差点が 1箇所で導

入され、県内での整備が推進された。
【道路整備課】

【道路管理課】

【都市計画課】 ・ラウンドアバウト交差点の供用開始� 平成 28 年 3 月

・講習会の開催� 　平成 27 年 11 月

⑭ 人材育成等に
よる地域防災
力の強化

防 災 総 務 費 　地域防災力の強化を図るため、防災リーダーの養成

及び活用等を通じて、災害時に共助の要となる自主防

災組織等の活性化を支援するとともに、防災に関する

講演会を開催するなど、県民全般の防災意識の啓発・

高揚を図った。

　これにより、防災活動の要となり、的確かつ迅速な

対応ができる人材の育成及び県民の防災意識の高揚を

図り、地域防災力の強化に資することができた。

（ 4,997）

4,412

【防災危機管理課】

【消防保安課】 消 防 指 導 費

（ 6,898）

6,607

・防災リーダーの養成

地域防災リーダーの養成（初級）� 　699 人

甲斐の国・防災リーダー（防災士）の養成（上級）

� 　80 人

・自主防災組織の活性化支援

自主防災組織へのアドバイザーや防災リーダーの

派遣� 　16 団体

・県民を対象とした啓発

防災講演会の実施

� 平成 28 年 1 月　参加者 215 人

県政出張講座の実施� 24 回　受講者 1,552 人

・消防職・団員等を対象とした啓発

消防女子活躍推進セミナーの実施

� 2 回　参加者 93 人

・県消防協会が実施する消防団員確保対策事業等を支援

　　学生のための消防防災カフェ

� 平成 27 年 10 月　参加者 30 人
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑮ 大規模災害を想
定した防災訓練
の実施による防
災対策の推進

防 災 総 務 費 　県内での発生が懸念されている大規模災害による被

害を最小限に止めるため、防災訓練の実施などにより、

防災対策を推進した。

　これにより、大規模災害時における災害対応能力の

向上及び富士山噴火時における避難対策の促進に資す

ることができた。

（ 4,145）

4,078

【防災危機管理課】

・大規模災害を想定した防災訓練の実施

　　総合図上訓練の実施　　　　　平成 27 年 9 月

　　地震防災訓練（実動）の実施　平成 27 年 10 月

・富士山火山防災対策への取り組みの推進

　　市町村避難計画の作成を支援　 7 市町村

富士山噴火時避難ルートマップの公表など突発噴

火対策の実施

⑯ 土砂災害等情
報システムの
構築・運用

砂防地すべり対策費 　土砂災害等に関する防災関係機関の確実な情報共有

を図り、県民への情報発信を迅速かつ適切に行うため、

土砂災害等情報システムを構築し、運用した。

　これにより、防災関係機関で確実な情報共有が図ら

れ、県民への迅速かつ適切な情報発信に寄与した。

（ 17,465）

16,981

【砂 防 課】［ 484］

・ＣＡＴＶ放送局へ情報提供を行うための機能の追加

・ＣＡＴＶ放送局 2社での情報配信開始

⑰ 公衆無線LAN
環境の整備促
進

情 報 管 理 費 　災害時等を想定し、県内のどこからでも、誰もが無

線LAN（Wi－Fi）にアクセスできるようにするため、

必要な箇所へのアクセスポイントの整備に向け、県有

施設への整備計画を策定した。

　これにより、43 の県有施設にアクセスポイントを

整備することとした。

（ 2,000）

2,000

【情報政策課】

・県有施設への公衆無線LAN整備概要調査の実施

⑱ 富士山監視体
制の整備の推
進

砂防地すべり対策費 　富士山火山噴火の前兆現象を早期に特定するため、

気象庁や富士山科学研究所などの関係機関に対し、県

が有する監視映像情報を提供し、監視体制を強化した。

　これにより、富士山火山噴火の前兆現象の早期特定

に寄与した。

（ 75,000）

73,759

【砂 防 課】［ 1,241］

・気象庁、富士砂防事務所、関係市町村へ映像情報を

配信

・監視映像装置の改築
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

19 富士山の火山
活動と防災対
策に関する研
究の推進

企 画 総 務 費 　富士山の火山活動を解明するため、富士山の噴火履

歴や噴火シミュレーション、地下水観測を主要課題と

して調査研究を進めるとともに、他の研究機関との連

携等を推進した。

　これにより、富士山の火山活動の解明に向けた資

料・データの蓄積が進み、富士山火山防災対策の推進

に寄与した。

（ 14,396）

13,163

【私学 ･科学振興課】

・富士山火山防災に関する研究の実施　4テーマ

20 富士山火山噴
火緊急減災対
策の推進

　　　 　富士山火山噴火の被害をできる限り軽減するため、

国、静岡県と連携し、「富士山火山噴火緊急減災対策

砂防計画」（基本編）を策定した。

　また、富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同盟会

と連携を図り、計画に基づく富士山火山対策の国直轄

化を目指し、働きかけを推進した。

【砂 防 課】

・富士山火山噴火緊急減災対策砂防計画（基本編）の

策定� 　平成 27 年 12 月

・国直轄事業化への要望活動の実施　7回

富士山火山噴
火時の来訪者
安全対策の推
進

企 画 総 務 費 　富士山火山噴火時の登山者・観光客等の安全対策を

図るため、地元自治体による山小屋へのヘルメット・

防塵マスク等の整備の取り組みを支援した。また、登

山客や観光客等にヘルメット等の持参を呼びかけた。

　これにより、富士山火山噴火時の来訪者安全対策の

推進に寄与した。

（ 5,313）

1,806

【世界遺産富士山課】

・富士吉田市が実施する吉田口山小屋のヘルメット等

の整備助成に対する支援

・登山客や観光客等にヘルメット等の持参の呼びかけ

ホームページでの周知

ヘルメット携行ＰＲビデオ作成

　　チラシ作成　20,000 部
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

22 富士山火山防
災教育・普及
啓発の推進

企 画 総 務 費 　富士山の火山防災に関する知識の普及を図るため、

地元自治体や県民を対象とする防災研修会等を開催

した。

　これにより、富士山火山防災対策について理解が促

進され、防災教育・普及啓発の推進に寄与した。

（ 5,465）

5,108

【私学 ･科学振興課】

・火山防災研修会等の開催

火山防災研修会　　7回

国際シンポジウム　平成27年11月　参加者104名

環境教育フォーラム　平成27年11月　参加者167名

住宅・建築物
の耐震化の促
進

住 宅 総 務 費 　地震発生時における住宅・建築物の倒壊等の防止や

避難路を確保するため、木造住宅や大規模建築物及び

避難路確保につながる建築物の耐震診断等への支援

や、耐震化の啓発活動等を実施した。

　これにより、住宅・建築物の耐震化に寄与した。

（ 117,402）

40,195

【建築住宅課】

・耐震診断等への支援

耐震診断　　　　　　　　　　407 件

耐震改修設計　　　　　　　　36 件

耐震改修　　　　　　　　　　26 件

避難路沿道建築物の耐震診断　40 件

・建築物防災出張講座の実施　� 5 回　参加者 297 人

・戸別訪問の実施　　　　　　　　1,706 件

被災者の生活
再建支援の充
実

　　　 　県内被災者の生活再建を支援するため、国の被災者

生活再建支援制度に加え、市町村との共同により、本

県独自の支援制度を創設した。

　これにより、国の制度が適用されない被災世帯にお

ける生活再建の実現に寄与することとなった。
【防災危機管理課】

・本県独自の被災者生活再建支援制度の創設

　　平成 27 年 12 月
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 6 安全安心・交流基盤創造プロジェクト

政策 2 利便性の高い交通網の整備
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
10

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　本県産業の活性化と県民生活の利便性の維持向上を図るためには、多様な交流を支え

る交通基盤を体系的に整備していく必要があります。

　このため、県内外を結ぶ道路ネットワークやリニア中央新幹線の整備を推進するとと

もに、リニア駅周辺への本県の新たな玄関口の整備や、リニア駅と甲府駅を結ぶ交通シ

ステムの構築に取り組みます。

　また、県民や観光客等にとって利便性の高いバス交通ネットワークの整備等を進めます。

平
成 

27 

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 県内道路ネットワークの整備推進 P.126 県 土 整 備 部

○ 県外とを結ぶ高速道路等の整備促進 P.126 県 土 整 備 部

○ リニア中央新幹線の用地取得 P.126 リニア交通局

○ リニア駅と甲府駅を結ぶ交通システムの構築 P.127 リニア交通局

○ バス交通の利便性向上 P.128 リニア交通局

○ 高齢者等の交通事故防止対策 P.128 警 察 本 部

○ ＪＲ中央東線の高速化及び利便性の向上 P.128 リニア交通局

事 

業 

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 15,291 百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 15,291 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基 準 値

（基準年度）
A

目 標 値

（目標年度）
B

現 況 値

（直近データ）
C

進捗率（%）

リニア駅からの 30 分到達圏人口
カバー率

62.5％

（H26）

71.4％

（H31）

62.5％

（H27）
0.0

バス輸送人員
10,140 千人

（H25）

10,470 千人

（H30）

10,384 千人

（H26）
73.9

C－A
B－A

×100

― 125 ―



主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 県内道路ネッ
トワークの整
備推進

道路橋りょう建設費 　県内各地域間の交通円滑化を図るとともに、高速道

路をはじめとする基幹的な道路へのアクセスを向上

し、災害時における緊急輸送道路としての機能などを

強化するため、地域高規格道路（西関東連絡道路や新

山梨環状道路）などの整備を計画的に推進した。

　これにより、地域間の連携・緊急輸送道路の確保に

寄与した。

（ 16,315,343）

11,984,167

【道路整備課】

【高速道路推進課】

【都市計画課】

［ 4,331,176］

道路橋りょう整備費

（ 2,751,099）

1,855,057 ・西関東連絡道路・新山梨環状道路（東部区間）の整備

　　要望活動の実施　  11 回

　　総会の開催 ･参加　2回

［ 896,042］

道路橋りょう総務費 ・国県道の整備（供用）

　　敷島竜王線（甲斐市牛句地内）　外 3路線（ 4箇所）

　　　延長 1.2 ㎞

（ 11,564）

11,528

・都市計画道路の整備（供用）

　　都市計画道路船津小海線（富士河口湖町小立地内）

　　　延長 1.1 ㎞

街 路 事 業 費

（ 1,651,846）

1,189,403

［ 462,443］

② 県外とを結ぶ
高速道路等の
整備促進

道路橋りょう総務費 　産業・観光振興や災害発生時の県外からの輸送確保

につながる高速道路等の整備を促進するため、国等の

関係機関との事業協力を進めるとともに、計画的な整

備について働きかけを行った。

　これにより、高速道路等の計画的な整備が促進された。

（ 658）

658

【高速道路推進課】

・高速道路整備の要望活動の実施　　　15 件

・整備促進期成同盟会等の開催・参加　  6 件

3 リニア中央新
幹線の用地取
得

企 画 総 務 費 　リニア中央新幹線建設工事を計画どおり進めるた

め、県リニア用地事務所において、沿線住民からの様々

な相談や要望に丁寧に対応するとともに、民間のノウ

ハウを活用しながら計画的に用地取得を進めた。

　これにより、明かり区間の各地区において、中心線

測量や道水路の付替協議が開始されるとともに、早川

町では南アルプストンネル新設工事が着工された。

（ 125,056）

117,992

【リニア推進課】［ 1,469］

・沿線住民からの相談等への対応　83 件　

・用地取得事務再委託　沿線 6市 2町・民間 1事業者
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（予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

④「リニア環境未
来都市」におけ
る本県の新たな
玄関口の整備

　　　 　リニア駅周辺において、リニアの開業効果を全県に

波及させるための交通結節機能や観光機能、憩い・交

流機能などを備えた本県の新たな玄関口としての整備

方針策定に向けた検討を行い、これまでの検討内容の

素案をまとめた。【リニア推進課】
・整備方針策定に向けた検討及び調査の実施（再掲）

　　リニア環境未来都市検討委員会の開催　3回

⑤ リニア駅アク
セス道路網の
整備

　　　 　リニア中央新幹線の開業効果を県全体で最大限享受

していくため、効率的にリニア駅へアクセス出来るよ

う関連する道路の整備を推進した。

　これにより、県民や観光客等の利便性の向上が図ら

れた。
【道路整備課】

・西関東連絡道路・新山梨環状道路（東部区間）の整備

� （再掲）

・国県道の整備（供用）（再掲）

・都市計画道路の整備（供用）（再掲）

6 リニア駅と甲
府駅を結ぶ交
通システムの
構築

　　　 　リニア駅と本県の公共交通のハブ的機能を有する甲

府駅を結ぶ交通基盤を整備するため、定時性や速達性、

利便性や快適性を確保した交通システムの構築に向け

た検討を行った。

【リニア推進課】 ・ＢＲＴ等の交通システム構築のためのルートの検討

� 　3 ルート

⑦ 県内バス交通
ネットワーク
の再編・整備

交通安全推進費 　子ども、高齢者などの交通弱者や観光客等の移動手

段を確保するとともに、リニア中央新幹線の開業を見

据え、リニア駅から県内各地への移動を円滑にするた

め、利便性の高いバス交通ネットワークの構築に向け、

アンケート調査を実施した。

　これにより、平成 28 年度中の計画策定に向けた検

討が進んだ。

（ 23,814）

10,250

【交通政策課】［ 13,400］

・バス利用に関するアンケート調査の実施
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（予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ バス交通の利
便性向上

交通安全推進費 　県民の日常的な移動や観光客の周遊を円滑化し、バ

ス利用を促進するため、バス事業者が行う運賃収受シ

ステムの改修を支援した。

　これにより、全国の鉄道・バスが運用する各カード

との相互利用が可能となり、県民や本県を訪れる観光

客が簡便にバス利用時の運賃決済ができるため、利便

性が飛躍的に向上した。

（ 150,000）

【交通政策課】
121,459

・路線バスにＰＡＳＭＯシステム導入　平成 27年 12月

9 高齢者等の交
通事故防止対
策

　　　 　子どもや高齢者、観光客等が安心して利用できる安

全な交通社会を実現するため、交通事故分析の高度化

とこれに基づく情報発信の推進を図るとともに、高齢

者の公共交通機関の利用促進を働きかけるなど、高齢

者等の交通事故防止対策を推進した。

　これにより、県下の高齢者人口は増加したものの高

齢者が関係する交通事故は減少した。

【警：交通企画課】

・ホームページなどによる高齢者交通事故防止のため

の情報発信　　　　　　　　　　8件

・高齢事故当事者個別訪問指導数　940 件

・運転免許自主返納者数　　　　　1,753 人

⑩ ＪＲ中央東線
の高速化及び
利便性の向上

交通安全推進費 　ＪＲ中央東線の高速化や利便性の向上を図るため、

国やＪＲ東日本との協議を実施した。

　これにより、中央東線内での観光列車（TRAIN 

SUITE 四季島）の運行決定、無料Wi－Fi 接続サービ

ス提供駅の拡大、東京駅始発の特急あずさ号の新設、

中央線特急用の新型車両（E353 系）の試運転開始な

どが実現した。

（ 200）

200

【交通政策課】

・中央東線高速化促進広域期成同盟会の開催

　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 8 月

・ＪＲ東日本への要望活動の実施　平成 27 年 10 月

・ＪＲ東日本八王子支社との協議　2回

・国への要望活動の実施　　　　　2回
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